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第49期第３四半期（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日) 
 

四 半 期 報 告 書 
 

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用

電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁を付して

出力・印刷したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四半期

レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に

綴じ込んでおります。 

 

 

 
 



ファイル名:000_4_0385747502202.doc 更新日時:2010/02/15 17:25 印刷日時:10/02/15 17:25 

目      次 

 

頁

【表紙】 …………………………………………………………………………………………………………１ 

第一部 【企業情報】…………………………………………………………………………………………２ 

第１ 【企業の概況】………………………………………………………………………………………２ 

１ 【主要な経営指標等の推移】……………………………………………………………………２ 

２ 【事業の内容】……………………………………………………………………………………３ 

３ 【関係会社の状況】………………………………………………………………………………３ 

４ 【従業員の状況】…………………………………………………………………………………３ 

第２ 【事業の状況】………………………………………………………………………………………４ 

１ 【生産、受注及び販売の状況】…………………………………………………………………４ 

２ 【事業等のリスク】………………………………………………………………………………５ 

３ 【経営上の重要な契約等】………………………………………………………………………５ 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】……………………………６ 

第３ 【設備の状況】………………………………………………………………………………………12 

第４ 【提出会社の状況】…………………………………………………………………………………13 

１ 【株式等の状況】…………………………………………………………………………………13 

２ 【株価の推移】……………………………………………………………………………………17 

３ 【役員の状況】……………………………………………………………………………………17 

第５ 【経理の状況】………………………………………………………………………………………18 

１ 【四半期連結財務諸表】…………………………………………………………………………19 

２ 【その他】…………………………………………………………………………………………32 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】…………………………………………………………………33 

 

四半期レビュー報告書 

 

確認書 

















































【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

 
  

【簡便な会計処理】 

 
  

【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

 
  

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成21年４月１日 

  至 平成21年12月31日) 

連結の範囲に関する事項の変更 

 (1)連結の範囲の変更 

  第１四半期連結会計期間より、TAKAMAZ MACHINERY EUROPE GmbH を新たに設立したため、連結の範囲に含めて

おります。 

 (2)変更後の連結子会社の数 

  ３社 

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成21年４月１日 

  至 平成21年12月31日) 

棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

当第３四半期連結会計期間末 

(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末 

(平成21年３月31日) 

 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 5,005百万円 
 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 4,729百万円 

  ２ 輸出手形割引高 ３百万円 
 

 ２        ―――――― 

 ３        ――――――  ３ 債務保証  

   ㈱タカマツエマグ 125百万円 

※４ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。 

なお、当３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。 

 受取手形 32百万円 

 支払手形 ０百万円 
 

 ４        ―――――― 
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(四半期連結損益計算書関係) 

第３四半期連結累計期間 

 
  

第３四半期連結会計期間 

 
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 
  

前第３四半期連結累計期間 

(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成21年４月１日 

  至 平成21年12月31日) 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給与及び手当 505百万円 

賞与引当金繰入額 ９百万円 

退職給付費用 52百万円 

役員賞与引当金繰入額 15百万円 

役員退職慰労引当金繰入額 34百万円 

製品保証引当金繰入額 ６百万円 

減価償却費 21百万円 
 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

 

給与及び手当 479百万円 

賞与引当金繰入額 ９百万円 

退職給付費用 59百万円 

役員退職慰労引当金繰入額 11百万円 

減価償却費 16百万円 

前第３四半期連結会計期間 

(自 平成20年10月１日 

 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 

(自 平成21年10月１日 

 至 平成21年12月31日) 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

 

給与及び手当 146百万円 

賞与引当金繰入額 ８百万円 

退職給付費用 16百万円 

役員退職慰労引当金繰入額 ３百万円 

減価償却費 ７百万円 
 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給与及び手当 150百万円 

賞与引当金繰入額 ９百万円 

退職給付費用 20百万円 

役員退職慰労引当金繰入額 ３百万円 

貸倒引当金繰入額 ０百万円 

減価償却費 ５百万円 

前第３四半期連結累計期間 

(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

(平成20年12月31日現在) 

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

(平成21年12月31日現在) 

現金及び預金勘定 2,008百万円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,185百万円 

現金及び現金同等物 823百万円 

現金及び預金勘定 2,828百万円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,397百万円 

現金及び現金同等物 431百万円 
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(株主資本等関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日

至 平成21年12月31日) 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

３ 新株予約権等に関する事項 

 
  

４ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

５ 株主資本の著しい変動に関する事項 

該当事項はありません。 

  

株式の種類 
当第３四半期 

連結会計期間末 

 普通株式(株) 11,020,000 

株式の種類 
当第３四半期 

連結会計期間末 

 普通株式(株) 301,978 

会社名 

当第３四半期 

連結会計期間末残高 

(百万円) 

 提出会社 51 

合計 51 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(百万円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月24日 
定時株主総会 

普通株式 32 ３ 平成21年３月31日 平成21年６月25日 利益剰余金 
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平成21年２月10日

高松機械工業株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高

松機械工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。  

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。  

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高松機械工業株式会社及び連結子会社の平

成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  山  田  雄  一  印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  坂  下  清  司  印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 

 
 



 



  

平成22年２月８日

高松機械工業株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高

松機械工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。  

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。  

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高松機械工業株式会社及び連結子会社の平

成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

 
  
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  山  田  雄  一  印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  坂  下  清  司  印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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【本店の所在の場所】 石川県白山市旭丘１丁目８番地 
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当社代表取締役社長髙松喜与志は、当社の第49期第３四半期(自 平成21年10月１日 至 平成21年12

月31日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。 

  

特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】



ファイル名:000_2_hyo4_0385747502202.doc 更新日時:2008/08/13 11:13 印刷日時:10/02/15 17:25 

 


	0000000_1_0385747502202
	白紙
	0000000_3_0385747502202
	0000000_4_0385747502202
	0000000_header_0385747502202
	0101010_0385747502202
	0102010_0385747502202
	0103010_0385747502202
	0104010_0385747502202
	0105000_0385747502202
	0105010_0385747502202
	0105020_0385747502202
	0105030_0385747502202
	0105050_0385747502202
	0105100_0385747502202
	0105110_0385747502202
	0201010_0385747502202
	7010000_kansa_0385747502202
	7020000_kansa_0385747502202
	8000000_header_0385747502202
	8101010_0385747502202
	0000000_2_hyo4_0385747502202



